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発

刊

当

つ

て

経
塚
と
い
う
の
は
、
平
安
時
代
か
ら
盛
ん
に
な
っ
た
末
法
思
想
の
影
響
に
よ
る

一
つ
の
所
産
で
あ
り
ま
し
て
、
経
塚
築
成
が
最
も

盛
ん
で
あ
っ
た
藤
原
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
の
信
仰
の
一
面
を
物
語
る
重
要
な
資
料
と
い
う
べ
き
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

し
か
し
、

一
面
に
お
き
ま
し
て
は
、
平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
の
工
芸
品
、
が
、
本
県
に
は
皆
無
に
ひ
と
し
い
現
状
で
あ

る
と
き
、
こ
の
時
代
に
お
け
る
工
芸
資
料
の
空
白
を
補
う
重
要
な
価
値
を
も
有
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

本
県
内
か
ら
発
見
さ
れ
た
経
塚
の
数
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
最
近
そ
の
数
は
次
第
に
増
加
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
発
見
さ
れ
た
遺
物
に
つ
い
て
、
そ
の
所
症
を
確
認
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
と
も
に
、
散
逸
の
危
険
も
多
い
こ
と

が
憂
慮
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
び
、
本
県
内
か
ら
発
見
さ
れ
た
経
筒
を
は
じ
め
と
す
る
経
塚
出
土
品
を
集
成
し
、
図
録
と
し
て
刊
行
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。
編
集
担
当
者
の
労
に
感
謝
の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
広
く
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
る
よ
う
念
願
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

昭

和

四

十

五

年

月

佐

賀

県

教

育

委

員

会

教

育

長

大

園

弘



一
、
図

目

次

録
大
町
町
仏
法
堤
経
塚
出
土
品

2 

タ
タ
久
市
山
崎
経
塚
出
土
品

3 

背
振
山
経
塚
出
土
品

4 

相
知

町
せ

せ
り

谷
主文
'1'"三

塚
出
土

5 

北
方
町
崇
判
山
経
塚
出
土
品

6 

武
雄

市

:b' 
つ
ぽ

山

経

塚
出
土

口口

7 

武
雄
市
午
の
谷
経
塚
出
土
品

8 

塩
田
町
塩
吹
経
塚
出
土
品

9 

塩
田
町
美
野
南
経
塚
出
土
品

10 

塩
田
町
牛
坂
経
塚
出
土
品

11 

鹿
島
市
岩
屋
山
経
塚
出
土
品

12 

鹿
島
市
片
山
経
塚
出
土
品

13 

大
和
町
真
手
山
経
塚
出
土
品

14 

唐
津
市
鏡
神
社
経
塚
出
土
品

15 

唐
津
市
千
々
賀
経
塚
出
土
口
問

16 

浜
玉
町
座
主
経
塚
出
土
品
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図

録



大
町
町
仏
法
堤
経
塚

て

出

土

二
、
発
見
の
由
来

三
、
遺
物
の
所
在
地

四
、
形
状
・
大
き
さ
等

l
銅
製
経
筒

地

杵
島
郡
大
町
町
大
谷
口
仏
法
堤
東
南
部

台
地

昭
和
十
年
、
杵
島
鉱
業
所
の
拡
張
工
事

中
に
発
見
さ
れ
た
も
の
で
、
経
塚
の
規

模
や
構
造
な
ど
一
切
明
ら
か
で
な
い
。

佐
賀
市
松
原
町

県
文
化
館
(
大
町
町

郷
土
史
研
究
会
所
有
)

総
高
三

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
鋳
製
、
円
筒
式
で
、
筒

部
の
中
央
に

M
形
の
節
が
あ
る
。
蓋
は
宝
珠
形
の
ツ
ト
か

の
あ
る
笠
形
で
、
端
に
四
孔
が
あ
る
が
、
理
培
は
欠
失
し

平
底
で
あ
る
。

て
い
る
。
底
は
四
個
の
鋲
で
筒
部
に
接
合
さ
れ
て
い
て
、

さ
二
五
セ
ン
チ
、

笠
の
高
さ
五
セ
ン
チ
、
径
一
六

・
九
セ

ン
チ
、
筒
の
高

口
径
二
一
・
七
セ
ン
チ
、
底
は
高
さ

O

-
五
セ
ン
チ
、
径
一
四
セ
ン
チ
で
あ
る
。

2
滑
石
製
外
筒

口
径
二
三
・
五
セ
ン
チ
、

蓋
欠
失
し
、
筒
の
高
さ
三
七
・
五
セ
ン
チ
の
円
筒
形
、

胴
径
二
七
セ
ン
チ
、
底
径
二
三

セ
ン
チ
で
、
胴
部
が
僅
か
に
ふ
く
ら
み
、
整
形
の
か
か
か

と
が
数
段
の
線
と
な
っ
て
い
る
。

五
、
銘経

筒
に
、
二
段
に
線
彫
り
さ
れ
て
い
る
。

「
奉
書

写
供
養

法
華
如
法
経

嘉
保
三
年
八
月
廿
七
日

勧

進

僧

安

増

僧

永

逗

六
、
そ

の

他

経
塚
築
成
が
盛
ん
で
あ
っ
た
藤
原
時
代
の
嘉
保
三
年

助
成
僧
明
元

同
助
成
僧
頼
万

結
縁
僧
良
鎮

助
成
僧
長
与

童
子
疋
寿

鋳
師
僧
永
源

尼
妙
入
尼
釜
口妙

助
成
僧
良
明

助
成
僧
長
融

」

に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

O
九
六
)
の
経
塚
遺
物
で
、
保
存
も
良
く
、
県
重
要
文
化
財



滑

石

製

外

筒

仏

法

堤

出

土

の

銅

製

経

筒



タ
タ
久
市
山
崎
経
塚

て

出

土

多
久
市
多
久
町
山
崎
八

O
一
六

地

二
、
発
見
の
由
来

昭
和
三
十
二
年
十

一
月
十
二
日
、
密
柑

園
造
成
中
に
山
腹
か
ら
発
見
さ
れ
た
。

三
、
遺
物
の
所
在
地

佐
賀
市
松
原
町

県
文
化
館

(
佐
賀
県

有

四
、
形
状
・
大
き
さ
等

l
銅
製
経
筒

総
高
二
六

・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
鋳
製
、
円
筒
式
で
、

筒
部
の
中
央
に
断
面
が
台
形
の
節
、
が
あ
り
、
筒
部
は
緑
鋳

に
厚
く
被
わ
れ
て
い
る
。
蓋
は
、
宝
珠
形
の
つ
ま
み
の
あ

る
笠
形
で
、
端
に
理
培
を
垂
ら
す
た
め
の
小
孔
が
六
つ
あ
い

て
い
る
。
底
は
台
底
で
、
筒
部
と
の
鋲
止
め
の
孔
が
三
孔

存
し
て
い
る
。
底
に
は
、
草
花
双
雀
鏡
、
が
転
用
さ
れ
て
い

る
蓋
の
高
さ
三

・
五
セ
ン
チ
、
径

一
0
・
五
セ
ン
チ
、
身

の
高
さ
二
二
セ
ン
チ
、
径
七
セ
ン
チ
、
底
は
高
さ

0
・
八

セ
ン
チ
、
径
八
・

一
セ
ン
チ
で
あ
る
。

2
陶
製
外
筒

須
恵
器
一
作
(の
饗
で
、
高
さ
二
九
セ
ン
チ
、

円
径
一。
セ

ン
チ
、
胴
径
二
七
・

五
セ
ン
チ
、
丸
底
で
伏
せ
て
用
い
ら

れ
て
い
た
。

d
作

1

川

川

こ

+
品
、

!
f
l
l
 
叩
文
が
一
面
に
施
さ
れ
て
い
る
。

3
理
培
の
ガ
ラ
ス
王
八
五
個
、

経
筒
内
出
土
の
炭
化
物

一
個
。

五
、
銘

経
筒
の
筒
部
に
毛
彫
り
さ
れ
て
い
る
。

「
天
治
元
年
十
月

一
円

橘
園
末
井
装
嶋
氏
」

ムハ、

Z
L

の

他

経
塚
築
成
が
最
も
盛
ん
で
あ
っ
た
藤
原
時
代
末
期
の
天
治

元
年

二

一
二
四
)

の
銘
を
有
し
、
経
塚
の
構
造
が
明
ら
か

で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
遺
物
が
一
括
よ
く
保
存
さ
れ
、

工

芸
品
と
し
て
も
そ
の
側
値
が
高
く
、
県
重
要
文
化
財
と
し
て

指
定
さ
れ
て
い

る。



四

山

崎

出

土

の

銅

製

陶

製

外

筒



一
、
出

土

二

、

発

見

の

由

来

三
、
遺
物
の
所
在
地

四
、
遺
物
の
概
要

玉
、
銘

六
、
字
、

の

丘

背
振
山
経
塚

(一)

地

肥
前
回
背
振
山

(詳
細
な
場
所
は
明
ら
か
で
な
い
)

不
明

佐
賀
市
城
内

県
立
図
書
館
(
佐
賀
県
有
)

銅
製
経
筒
四
個
が
保
有
さ
れ
て
い
る
。
極
め
て
類
似
し
た
経
筒
で
あ
っ
て
、
す
べ
て
同
年
月
日
の
銘
が
あ
り
、

底
に
は
す
べ
て
藤
原
鏡
が
転
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
銘
文
の
内
容
や
造
立
年
月
等
は
同
じ
で
あ
っ
て
も
、

語
句
に
は
小
異
が
あ
り
、
ま
た
、
蓋
の
つ
ま
み
に
は
宝
珠
形
と
相
輪
形
の
二
種
が
あ
る
。

経
筒
の
筒
部
に
毛
彫
り
さ
れ
て
い
る
が
、
第

一
号
と
第
二
号
以
外
は
判
読
が
困
難
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ

銘
文
に
小
異
が
あ
る
。
次
は
第

一
号
の
銘
で
あ
る
。

「
⑧

⑮

⑮

前

川
背
振
山
如
法
書
写
妙
法
蓮
華
経
十
二
部
内

0
0
0権
現
大
行
事
し
天
⑨
東
西
満
山
護
法
聖
衆

0
0
0為
一
花

一
札
諸

③
法
主
現
世
安
穏
後
生
芥
也

康
治
元
年
計
似
十

一
月
十
六
日
脚
供
養
畢

大
勧
進
僧
僧
忍

L 

他

藤
原
時
代
末
期
の
康
治
元
年
(
一
一
四
二
)

の
造
立
銘
を
有
す
る
一
連
の
経
筒
と
し
て
注
目
さ
れ
、
欠
損
か

所
の
補
修
が
行
な
わ
れ
て
面
目
を

一
新
し
て
い
る
。
福
岡
市
そ
の
他
に
同
類
の
も
の
が
、
幾
っ
か
現
存
し
て
い

る
と
い
わ
れ
る
の
で
、
背
振
山
に
は
か
つ
て
相
当
数
の
経
塚
、
が
築
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。



背

振

山

出

土

の

銅

製

経

筒

底

鏡

像

部

と

銅

'tt:. 
E口

の

~ 

ノ、



ーと

背
振
山
経
塚

(二)

第
一
号
銅
製
経
筒

総
高
三
五

・
六
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
の
鋳
製
、
円
筒
式
で
あ
る
。

蓋
は
相
輪
形
の
つ
ま
み
の
つ
い
た
笠
形
で
、
ム
口
同
さ
と
径
と
は
と
も
に

一
一
・
セ
ン
チ
で
あ
る
。

筒
は
、
高
さ
二
三

・
二
セ
ン
チ
、
径
七
・
七
セ
ン
チ
で
、
中
央
に
三
本
、
上
端
に
二
本
の
沈
線
が
め
ぐ

っ
て
い
る
。

底
は
台
底
で
、
高
さ

-
五
セ
ン
チ
、
径

一
0
・
五
セ
ン
チ
、
草
花
双
雀
鏡
が
転
用
さ
れ
て
い
る
。
鏡
の
径
は
、
七
・
八
セ

ン

チ
で
あ
る
。

銘
は
、
筒
に
毛
彫
り
さ
れ
て
い
る
が
、
四
個
の
経
筒
の
中
で
は
こ
の
経
筒
の
銘
が

一
番
明
瞭
で
あ
る
。



背

振

山

出

土

第

ロ可

の

銅

製

経

筒

底
部
の
草
花
双
雀
鏡

J¥. 



九

背
振
山
経
塚

(三)

第
二
号
銅
製
経
筒

第

一
号
に
類
似
し
て
い
て
、
総
高
三
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
鋳
製
、
円
筒
式
で
あ
る
。

蓋
は
相
輪
形
の
つ
ま
み
の
つ
い
た
笠
形
で
、
高
さ
は
一

0
・
七
セ
ン
チ
、
径
は
一

-
二
セ
ン
チ
で
あ
る
。

筒
は
高
さ
二
三
・
四
セ
ン
チ
、
径
七
・
七
セ
ン
チ
で
、
中
央
に
三
本
の
沈
線
、
が
め
ぐ
っ
て
い
る
。

底
は
台
底
で
、
高
さ

-
五
セ
ン
チ
、
径

一
0
・
五
セ
ン
チ
、
径
七
・

一
セ
ン
チ
の
鏡
、
が
転
用
さ
れ
て
い
る
が
、
文
様
は
明
ら

か
で
な
い
。

筒
部
に
毛
彫
り
さ
れ
て
い
る
銘
は
、
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
肥
前
園
(
州
)
・
法
花
経
(
妙
法
蓮
華
経
)
そ
の
他
い
く
つ
か
の
用

字
や
用
語
の
違
い
が
見
う
け
ら
れ
る
。



背

振

山

出

土

第

二

号

の

銅

製

経

筒

の

主寛

O 



背

振

山

経

塚

(四)

第
三
号
銅
製
経
筒

総
高
二
七
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
鋳
製
、
円
筒
式
で
あ
る
。

蓋
は
、
第
四
号
と
と
も
に
宝
珠
形
の
つ
ま
み
の
つ
い
た
笠
形
で
、
高
さ
コ
了
六
セ
ン
チ
、
径
一

-
四
セ

ン
チ
で
あ
る
。

筒
は
、
高
さ
二
三

・
二
セ
ン
チ
、
径
七
・
六
セ
ン
チ
で
中
央
に
二
本
の
沈
線
が
め
ぐ
っ
て
い
る
。

底
は
、
高
さ

0
・
八
セ
ン
チ
、
径
九
セ
ン
チ
の
台
底
で
、
底
に
は
径
七
・

二
セ
ン
チ
の
草
花
双
鳥
文
鏡
が
転
用
さ
れ
て
い
る
。

筒
部
に
毛
彫
銘
が
あ
る
が
、
判
読
岡
難
で
あ
る
。
し
か
し
、
第

一

第
二
号
と
相
類
似
し
た
銘
文
で
あ
る
こ
と
は
、
疑
う
余
地

が
な
く
、
造
立
年
号
も
ま
た
同
じ
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。

小
銅
造
仏

こ
の
経
筒
内
に
納
め
ら
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
て
、
蓮
台
を
含
め
て
の
全
高
七
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
合
掌
相
の
坐
像
で
、

鋳
製
で
あ
る
。



背

振

山

出

土

用

口可

銅

製

経

府同

一一一

の

草

花

双

鳥

文

鏡



背
振
山
経
塚

(五)

第
四
号
銅
製
経
筒

総
高
二
七
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
鋳
製
、
円
筒
式
で
あ
っ
て
、
第
三
号
に
類
似
し
て
い
る
。

蓋
は
、
第
三
号
と
同
じ
く
宝
珠
形
の
つ
ま
み
の
あ
る
笠
形
で
、
高
さ
三
・
三
セ
ン
チ
、
径
一

一
セ
ン
チ
で
あ
る
。

筒
は
、
高
さ
二
三
一
・
八
セ
ン
チ
、
径
七
・
九
セ
ン
チ
で
、
中
央
に
二
本
、
下
端
に

一
本
の
沈
線
、
が
め
ぐ
っ
て
い
る
。

底
は
、
第
三
号
と
異
な
り
平
底
で
あ
っ
て
、
筒
の
下
端
に
底
と
の
鋲
止
め
の
あ
と
が
三
か
所
に
残
っ
て
い
る
。
底
に
は
鏡
、
が
転

用
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
文
様
は
明
ら
か
で
な
い
。

筒
部
に
毛
彫
銘
が
あ
る
が
、
判
読
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
、
他
の
三
個
と
同
年
代
で
一
連
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
疑
う
余
地

が
な
い
。



背

振

山

出

土

第

四

号

の

銅

製

経

筒

底

部
四



五

相
知
町
せ
せ
り
谷
経
塚

(一)

一
、
出

土

地

東
松
浦
郡
相
知
町
大
字
大
野
字
せ
せ
り
谷

二
、
発
見
の
由
来

昭
和
三
十
九
年

一
月
二
十
九
日
、
東
面
し
て
い
る
山
麓
の
雑
木
林
で
あ
っ
た
低
丘
陵
地
を
、
密
柑
園
造
成
の

た
め
ブ
ル
ト

l
ザ

l
で
開
墾
中
に
発
見
さ
れ
た
。

三
、
遺
物
の
所
在
地

東
松
浦
郡
相
知
町
役
場

四
、
形
状
・
大
き
さ
等

l
銅
製
経
筒

総
高
二
五
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
鋼
板
鋲
止
め
の
円
筒
式
で
あ
る
。
蓋
は
、

つ
ま
み
の
つ
い
た
笠
形
の
鋳
造
製
で
、
外
周

は
四
弁
の
花
文
形
を
呈
し
て
い
る
。
蓋
の
端
に
は
理
培
を
垂
ら
し
た
と
推
定
さ
れ
る
四
つ
の
小
孔
が
あ
る
が
、
理
培
は
発
見
さ
れ

て
い
な
い
。
筒
部
は
、
銅
板
を
円
筒
形
に
曲
げ
て
、

一
O
個
の
銅
鋲
で
止
め
て
い
る
。
下
端
は
叩
い
て

0
・
五
セ
ン
チ
ひ
ろ
げ
、

一
二
個
の
銅
製
円
鋲
で
底
と
接
合
し
て
い
る
が
、
各
鋲
の
間
隔
や
外
線
か
ら
の
位
置
な
ど
は
、
や
や
不
規
則
で
あ
る
。
底
に
は
、

円
形
の
銅
板
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

蓋
の
高
さ
二
・
九
セ
ン
チ
、
径

二
二
・
二
セ
ン
チ
、
筒
の
高
さ
二
二
・
九
セ
ン
チ
、
径
九
・
一
・
セ
ン
チ
、
底
は
厚
さ

0
・
一

セ
ン
チ
、
径
一

一
・
セ
ン
チ
で
あ
る
。



せ

せ

り

谷

経

塚

遠

望

(
相
知
町
提
供
)

出
土
し
た
外
筒
内
の
経
筒
(
相
知
町
提
供
)

A 

F 

製

外

昨同

--
~ 

ノ、



七

相
知
町
せ
せ
り
谷
経
塚

(二)

2
滑
石
製
外
筒

円
筒
形
で
、
上
端
付
近
に
僅
か
ば
か
り
欠
損
部
分
が
あ
る
ほ
か
、
ほ
ぽ
完
構
を
保

っ
て
い
る
が
、
蓋
の
部
分
を
欠
失
し
て
い
る
。

筒
部
の
高
さ
三
七
・
五
セ
ン
チ
、
上
端
径

一
八
・
九
セ
ン
チ
、
胴
部
径
二
三

・
四
セ
ン
チ
、
底
径
二

0
・
一
セ
ン
チ
で
あ
る
。

上
端
は
、
蓋
受
け
の
た
め
ほ
ぞ
を
つ
く
り
、
上
部
に
は
耳
状
把
手
が
二
個
つ
い
て
い
る
。
内
外
と
も
に
整
形
の
た
め
の
の
み

あ
と
が
あ
り
、
内
側
は
縦
の
の
み
あ
と
だ
け
で
あ
る
が
、
外
側
は
縦
に
大
き
く
整
形
し
た
後
に
、
さ
ら
に
横
に
小
さ
く
の
み
を

い
れ
て
い
る
。

3 
経

文
天
地
二
四
・
八
セ
ン
チ
、
全
長
三
四
・
五
セ
ン
チ
で
あ
る
が
、
現
在
四
片
と
な

っ
て
い
る
。
経
文
は
、
二

一
セ
ン
チ
余
り
の

長
さ
に
た
た
ん
で
、
そ
れ
を
さ
ら
に
巻
い
て
経
筒
に
納
入
さ
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
法
華
経
八
巻
・
観
普
賢
経
と
他
に

一

巻
合
せ
て

一
O
巻
か
ら
な
っ
て
お
り
、
界
線
は
な
く
、
字
数
も
各
行

一
定
し
て
い
な
い
が
、

一
行
二
八
字
が
多
い
。
墨
と
朱
と

両
方
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
破
損
度
、
が
著
る
し
い
。

五
、
銘

経
文
の
奥
書
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

「
右
始
自
天
永
三
年
十
一
月
十
六
日
、
正
月
廿
日
未
時
書
写
畢
」

六
、
そ

の

他

経
塚
築
成
が
最
も
盛
ん
で
あ

っ
た
藤
原
時
代
の
天
永
三
年

二

一
一、、，〆

の
奥
書
を
有
す
る
写
経
を
納
め
た
経
塚
出
土
品
と
し

て
注
目
さ
れ
る
。

ル
」
ノ
¥
ド
ド
、

在
銘
の
経
塚
遺
物
の
少
な
い
本
県
に
と

っ
て
は
、
極
め
て
貴
重
な
も
の
で
あ
り
、

ま
た
、
写
経
の
出

土
は
本
県
で
は
僅
か
二
例
が
知
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
も
の
の

一
つ
で
あ
る
。



せ

せ

り

谷

出

土

の

銅

製

経

筒

事至

文J¥ 



九

北
方
町
崇
判
山
経
塚

一
、
出

土

地

杵
島
郡
北
方
町
追
分
崇
判
山

二
、
発
見
の
由
来

大
正
十
三一、

四
年
ご
ろ
、
今
上
天
皇
陛
下
の
御
成
婚
記
念
事
業
と
し
て
、
低
丘
陵
の
末
端
に
位
置
す
る
標
高

四
四
メ
ー
ト
ル
余
り
の
崇
判
山
台
地
を
聞
い
た
と
き
に
発
見
さ
れ
た
。

三
、
遺
物
の
所
在
地

杵
島
郡
北
方
町
北
方
駅
前

真
鍋
政
次
郎

四
、
形
状
・
大
き
さ
等

銅
製
経
筒

総
高
二
七
・

一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
鋳
製
、
円
筒
式
で
、
筒
の
中
央
に
三
本
、
上
下
端
に
各
二
本
か
ら
な
る
節
、
が
め
ぐ
っ
て

い
る
。
葦
は
宝
珠
形
の
つ
ま
み
の
あ
る
笠
形
で
、
底
は
台
底
と
な
っ
て
い
る
。

蓋
の
高
さ
五
・

0
セ
ン
チ
、
径

二

了

五
セ
ン
チ
、
筒
の
高
さ
二

一
-
八
セ

ン
チ
、
底
の
高
さ

0
・
七
セ
ン
チ
、
径

一
O

六
セ
ン
チ
で
あ
る
。

玉
、
そ

の

他

崇
判
山
の
頂
上
部
の
ほ
ぼ
中
央
に
、
松
江
崇
判
の
碑
が
建
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
経
塚
は
築
成
さ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
、
経
筒

の
単
独
出
土
で
あ
る
。



主弘
司マ

主同

企文
耳ニヒ

土

製

筒

J
H
H

コ
半

T

出

山

の

出

土

地

現

景

O 



武
雄
市
お
つ
ぼ
山
経
塚

て

出

土

地

武
雄
市
橘
町
小
野
原
わ
つ
ぼ
山
の
北
西
端

二
、
発
見
の
由
来

昭
和
三
十
八
年
七
月
十
日
か
ら
開
始
さ
れ
た
わ
っ
ぼ
山
神
籍
石
の
発
掘
調
査
の
際
、
神
龍
石
の
列
石
線
外
至

近
の
靭
神
社
の
石
嗣
が
奉
杷
さ
れ
て
い
る
付
近
か
ら
発
見
さ
れ
た
。

三
、
遺
物
の
所
在
地

武
雄
市
武
雄
町

武
雄
市
立
図
書
館

四
、
形
状
・
大
き
さ
等

銅
製
経
筒

-
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
鋳
製
、
円
筒
式
で
、
筒
の
径
に
比
べ
て
高
さ
が
高
く
細
長
い
特
徴
を
有
し
て
い
る
。
蓋

は
宝
珠
形
の
つ
ま
み
の
あ
る
笠
形
で
、
底
は
台
底
と
な
っ
て
い
る
。

総
高
三
一

蓋
の
高
さ
四
・
六
セ
ン
チ
、
径
一

0
・
三
セ
ン
チ
、
筒
の
高
さ
二
六
・
六
セ
ン
チ
、
径
七
・

二
セ
ン
チ
、
底
の
高
さ

一
セ
ン

チ
、
径
九
・
二
セ
ン
チ
で
あ
る
。

玉
、
そ

の

他

こ
の
経
筒
は
、
単
独
出
土
で
あ
る
。
こ
の
経
塚
は
、
靭
神
社
の
石
嗣
が
奉
洞
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
出
土
し
て
い
る
が
、

ま
た
、
こ
の
山
麓
至
近
の
と
こ
ろ
に
、
玉
泉
寺
と
い
う
廃
寺
が
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
廃
寺
跡
か
ら
出
土
し
た
応

永
三
十
五
年
(
一
四
二
八
)

の
銘
の
あ
る
古
硯
が
一
面
、
武
雄
市
橘
小
学
校
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
銘
は
硯
の
背
面
に
毛
彫
り

さ
れ
て
い
て
、
年
号
と
干
支
と
が
合
わ
な
い
し
、

ま
た
、
廃
寺
の
由
緒
も
明
ら
か
で
な
い
が
、

こ
の
廃
寺
と
経
塚
築
成
と
の
問

に
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
硯
の
背
面
に
は
次
の
よ
う
に
毛
彫
り
さ
れ
て
い
る
。

「

肥

前

回

龍

浅

海

知

全

長
嶋
庄
玉
泉
寺
住
持
芳
岩
嬰
硯
也

干
時
応
永
三
十
五
年
脚
三
月
十
八
日
L



お

つ

ぽ

山

出

土

の

銅

製

経

筒

永

高玉

一 置 E 年

塚

銘

の

の
発

見



武
雄
市
牛
の
谷
経
塚

て

出

土

地

武
雄
市
朝
日
町
大
字
中
野
字
牛
の
谷
六
三
八
五
番
、
六
三
八
六
番

二
、
発
見
の
由
来

昭
和
二
十
五
年
八
月
、
武
雄
中
学
校
の
大
曲
教
諭
指
導
の
も
と
に
、
武
雄
中
学
校
の
生
徒
が
社
会
科
学
習
の

一
環
と
し
て
発
掘
し
た
も
の
で
あ
る
。

三
、
遺
物
の
所
在
地

鹿
島
市
古
枝
町

祐
徳
樽
物
館

四
、
形
状
・
大
き
さ
等

l
銅
製
経
筒

総
高
三

0
・
コ
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
鋳
製
、
円
筒
式
で
、
筒
の
径
に
比
べ
て
高
さ
の
高
い
細
長
い
経
筒
で
あ
っ
て
、
同
じ
武

雄
市
の
お
つ
ぼ
山
出
土
の
経
筒
に
相
通
ず
る
も
の
が
あ
る
。

蓋
は
、
宝
珠
形
の
つ
ま
み
の
あ
る
笠
形
で
、
底
は
台
底
で
あ
る
。

蓋
の
高
さ
三
・
六
セ
ン
チ
、
径
八
・
六
セ
ン
チ
、
筒
は
高
さ
二
六
セ
ン
チ
、
径
五
・
六
セ
ン
チ
、
底
は
高
さ

一
-
四
セ
ン
チ
、

径
七
・
八
セ
ン
チ
で
あ
る
。

2
白
磁
金
子

経
塚
内
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
、
高
さ
三

・
三
セ
ン
チ
、
径
五
・

三
セ
ン
チ
、
側
面
に
蓮
弁
様
の
刻
み
が
あ
り
、
蓋
の
上
面

に
は
法
相
華
文
が
浮
彫
り
さ
れ
て
い
る
。

3 
銭

貨
同
じ
経
塚
内
か
ら
一
枚
出
土
し
て
い
る
。
欠
損
し
て
い
る
た
め
明
確
で
は
な
い
が
、
北
宗
の
天
樗
通
宝
(
一

O
一
七
年
以
降
)

で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

玉
、
そ

の

他

銅
製
経
筒
の
単
独
埋
置
で
あ
る
が
、
経
塚
の
奉
審
物
と
し
て
の
金
子
や
銭
貨
が
発
見
さ
れ
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。



牛

出

土

主同

と

製

の

ノi、
'口一

の

牛
の
谷
経
塚
所
在
地
ユ丞

望

四



五

塩
田
町
塩
吹
経
塚

て

出

土

地

藤
津
郡
塩
田
町
大
字
馬
場
下
字
塩
吹
小
字
丸
尾
平

一
九
番
地

二
、
発
見
の
由
来

昭
和
十
六
、
七
年
ご
ろ
、
塩
田
・
嬉
野
間
の
県
道
拡
張
の
際
の
採
石
場
か
ら
偶
然
に
発
売
さ
れ
た
も
の
で
、

経
塚
は
県
道
沿
い
の
崖
上
に
営
ま
れ
て
い
た
。

三
、
遺
物
の
所
在
地

鹿
島
市
古
枝
町

祐
徳
博
物
館

四
、
形
状
・
大
き
さ
等

1
銅
製
経
筒

総
高
二
八
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
鋳
製
、
円
筒
式
で
、
筒
の
こ
か
所
に
二
本
づ
つ
の
沈
線
が
め
ぐ
っ
て
い
る
。
蓋
は
、
宝

珠
形
の
つ
ま
み
の
あ
る
笠
形
で
、
底
は
台
底
で
あ
る
。

蓋
は
高
さ
二
・
七
セ
ン
チ
、
径
二
了
五
セ
ン
チ
、
筒
は
高
さ
二
五
・
五
セ
ン
チ
、
径
九
・
三
セ
ン
チ
、
底
は
高
さ

0
・
五

セ
ン
チ
、
径
一

一
・
セ
ン
チ
で
あ
る
。

五
、
そ

の

他

経
塚
は
、
県
道
お
よ
び
塩
田
川
に
接
し
た
丘
陵
端
の
小
高
い
台
地
上
に
あ
っ
て
、
宝
が
埋
ま
っ
て
い
る
と
の
偲
伝
が
あ
り
、
そ
の

下
方
の
水
田
は
観
音
田
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
現
在
、
経
筒
の
み
が
残
っ
て
い
る
が
、
発
見
さ
れ
た
と
き
現
場
に
い
た
人
の
話
で
は
、

外
筒
が
あ
っ
た
ら
し
く
、

ま
た
、
経
文
も
出
土
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
所
在
不
明
で
あ
り
、
ま
た
、
経

筒
も
相
当
に
破
損
し
て
い
る
。



ム

ノ、

吹

出

土

の

銅

製

経

併同

塩
欧
経
塚
所
在
地
遠

望



七

塩
田
町
美
野
南
経
塚

て

出

土

地

藤
津
郡
塩
田
町
美
野
南

通
称
殿
屋
敷

二
、
発
見
の
由
来

昭
和
三
十
年
四
月
ご
ろ
、
道
路
工
事
の
土
取
り
作
業
中
、
低
台
地
の
崖
端
か
ら
偶
然
に
発
見
さ
れ
た
。

三
、
遺
物
の
所
在
地

鹿
島
市
古
枝
町

祐
徳
博
物
館

四
、
形
状
・
大
き
さ
等

滑
石
製
経
筒

総
高
三
九
・
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
滑
石
製
円
筒
形
の
経
筒
で
あ
る
。
蓋
は
、
屋
根
形
で
は
あ
る
が
極
め
て
扇
平
で
あ
っ
て
、

平
面
形
は
円
形
で
あ
る
。

葦
の
高
さ
八
・
四
セ
ン
チ
、
径
二
七
・
八
セ
ン
チ
、
筒
は
高
さ
三
二

・
二
セ
ン
チ
、
口
径
二
二
・
三
セ
ン
チ
、

胴
径
二
四
・

四
セ
ン
チ
、
底
径
二
一

-
四
セ
ン
チ
で
あ
っ
て
、
筒
は
僅
か
ば
か
り
中
央
の
部
分
が
ふ
く
ら
ん
で
い
る
。

蓋
の
裏
面
に
は
、
径
二
二
・
六
セ
ン
チ
、
深
さ

0
・
七
セ
シ
チ
の
筒
受
け
の
穴
が
ほ
り
こ
ま
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
径
一
六
・

七
セ
ン
チ
、
深
さ
五
・
六
セ
ン
チ
に
深
く
穴
が
掘
り
込
ま
れ
て
い
る
。
筒
の
表
面
に
整
形
の
の
み
あ
と
が
横
に
通
っ
て
い
る
。

五
、
そ

の

他

滑
石
製
経
筒
の
単
独
埋
置
で
あ
っ
て
、
経
文
は
残
存
せ
ず
、
経
塚
の
奉
審
物
も
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。



1¥ 
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野
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と
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九

塩
田
町
午
坂
経
塚

て

出

土

地

藤
津
郡
塩
田
町
大
字
久
間
字
牛
坂
八
幡
寵

二
、
発
見
の
由
来

牛
坂
八
幡
神
社
の
背
後
の
八
幡
寵
と
呼
ば
れ
て
い
る
低
丘
陵
地
を
、
密
柑
国
造
成
の
た
め
開
墾
し
て
い
た
と

こ
ろ
、
昭
和
三
十
五
年
五
月
三
日
に
偶
然
こ
の
経
塚
を
発
見
し
た
。

三
、
遺
物
の
所
在
地

鹿
島
市
古
枝
町

祐
徳
博
物
館

四
、
形
状
・
大
き
さ
等

1
滑
石
製
経
筒

総
高
三
七
・
五
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
滑
石
製
円
筒
形
の
経
簡
で
あ
る
。
蓋
は
、
屋
根
形
で
、
平
面
形
は
円
形
で
あ

っ
て
、
円

形
の
台
石
が
つ
い
て
い
る
。

蓋
石
は
、
高
さ
四
セ
ン
チ
、
径
二

0
セ
ン
チ
、
筒
は
、
高
さ
コ
一三
セ
ン
チ
、
口
径
二
ハ
セ
ン
チ
、
中
央
部
の
径

一
七
・
八
セ

ン
チ
、
底
径

一
四
セ
ン
チ
で
、
筒
は
僅
か
ば
か
り
中
央
部
が
ふ
く
ら
み
、
口
縁
部
は
蓋
受
け
の
た
め
に
外
側
へ
む
か
つ
て
低
く

な
っ
て
い
る
。
台
石
は
、
高
さ
一
・
五
セ
ン
チ
、
径

一
九
・
二
セ
ン
チ
で
あ
る
。

蓋
の
裏
面
に
は
、
筒
受
け
の
た
め
深
さ

一

深
さ

0
・
四
セ

ン
チ
、
径

一
六
セ
ン
チ
の
身
受
け
が
ほ
り
凹
め
ら
れ
て
い
る
。

-
一
セ
ン
チ
、
径
一
七
セ
ン
チ
の
内
創
刊
り
が
施
さ
れ
て
お
り
、
台
石
の
表
面
に
も

2 
上

石

は
安
山
岩
の
長
さ
五
六
セ
ン
チ
、
幅
三

0
セ
ン
チ
、
厚
さ
三

・
八
J
五
セ
ン
チ
の
不
整
形
の
自
然
石
で
あ
る
が
、
こ
の
上
石
に

「
古
文
書
」
と
の
み
で
叩
い
た
文
字
が
大
き
く
刻
ま
れ
て
い
る
。

五
、
そ

の

他

滑
石
製
経
筒
の
単
独
埋
置
で
は
あ
る
が
、
加
工
し
た
台
石
を
用
い
て
い
る
の
は
、
こ
の

一
例
で
あ
り
、
ま
た
、
「
古
文
書
」
と
刻

ま
れ
た
上
石
も
注
目
さ
れ
、
付
近
か
ら
青
磁
碗
が
出
土
し
て
い
る
。
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鹿
島
市
岩
屋
山
経
塚

一
、
出

土

地

鹿
島
市
能
古
見
町
筒
円

二
、
発
見
の
由
来

岩
屋
観
音

真
言
宗
御
室
派
の
古
寺
で
あ
る
蓬
厳
院
の
奥
の
院
で
あ
る
、
奇
岩
と
伝
説
に
包
ま
れ
た
岩
屋
山
の
観
音
境
内

か
ら
大
正
八
年
七
月
に
発
見
さ
れ
た
。

三
、
遺
物
の
所
在
地

鹿
島
市
古
枝
町

祐
徳
博
物
館
(
鹿
島
誕
生
院
有
)

四
、
形
状
・
大
き
さ
等

l
銅
製
経
筒

総
高
二
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
前
後
の
銅
板
鋲
止
め
、
円
筒
式
の
経
筒
で
あ
る
。
葦
は
、
鋳
製
の
つ
ま
み
の
な
い
笠
形
で
あ

っ

て
、
平
面
形
は
周
縁
が
隅
丸
方
形
で
、
立
ち
上
り
の
部
分
は
円
形
で
あ
る
。
筒
の
部
分
は
、
破
損
著
る
し
く
、
鋲
の
数
も
明
ら

か
で
な
い
。
底
は
、
銅
板
を
用
い
た
平
底
で
あ
る
。

芸
且
の
古
同
さ
一

一
セ
ン
チ
、
径
八

・
八
セ
ン
チ
、
筒
は
高
さ
不
明
で
、
径
七

・
一
・
セ
ン
チ
で
あ
る
。

2
滑
石
製
外
筒

全
高
三
四
・
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
滑
石
製
円
筒
形
の
外
筒
で
あ
る
。
蓋
は
、
断
面
屋
根
形
で
、
平
面
は
隅
丸
方
形
で
あ
る
。

蓋
の
裏
面
に
は
、
筒
受
け
の
た
め
の
制
り
こ
み
が
な
く
、
平
市
と
な

っ
て
い
る
。

蓋
は
、
高
さ
三

・
八
セ

ン
チ
、
幅
二
三

・
七
セ
ン
チ
。
筒
は
、

-口同さ
コ
二

・
六
セ
ン
チ
、
円
径

一
七
-
K
八
セ
ン
チ
、
胴
径
二

0
セ
ン
チ
、
底
径

一
七
・

二
セ
ン
チ
で
、
胴
部
が
僅
か
に
ふ
く
ら
み
、
筒
の
外
面
は
磨
か
れ
て
い
る
。

3 
経

文
天
地
二
二

・
六
セ

ン
チ
、
全
長
一

0
・
二
四
セ

ン
チ
で
、
相
当
に
破
損
し
て
い
る
。
墨
書
さ
れ
て
い
る
が
、
書
写
年
号
な
ど

明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

玉
、
そ

の

他

写
絡
が
発
見
さ
れ
て
い
る
二
例
の
中
の

っ
と
し
て
、
注
目
さ
れ
る
。
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一
、
出

土

二
、
発
見
の
由
来

三
、
遺
物
の
所
在
地

四、

遺

跡

の

概

要

五
、
遺
物
の
概
要

六
、
そ

の

鹿
島
市
片
山
経
塚

(一)

地

鹿
島
市
鹿
島
町
若
殿
分
片
山

標
高

一
八

0
メ
ー
ト
ル
の
蟻
尾
山
の
東
側
山
腹
の
樫
林
を
切
り
払
い
、
密
柑
園
造
成
の
た
め
の
作
業
が
行
わ

れ
て
い
た
昭
和
三
十
五
年
二
月
に
発
見
さ
れ
た
。

鹿
島
市
古
枝
町

祐
徳
博
物
館
(
館
有
)

山
腹
の
斜
面
に
、
斜
面
の
線
と
直
交
す
る
南
北
の
方
向
に
ほ
ぼ

一
線
に
四
基
の
経
塚
、が築
成
さ
れ
て
い
た
。

各
経
塚
は
二

・
四
メ

ー
ト
ル
の
間
隔
を
も

っ
て
築
か
れ
て
お
り
、
径

五
メ
ー
ト
ル
、
高
さ

0
・
四
五
メ

ー
ト
ル
の
石
積
み
と
な

っ
て
い
て
、
各
経
塚
と
も
そ
の
構
造
や
規
模
は
相
類
似
し
て
い
た
。
遺
物
は
こ
の
石

積
み
の
下
の
遺
構
中
に
埋
置
さ
れ
て
い
た
。

経
塚
の
構
造
は
、
四
基
と
も
に
相
類
似
し
て
い
た
が
、
埋
置
さ
れ
て

い
る
経
筒
は
四
基
と
も
そ
れ
ぞ
れ
異
な

っ
て
い
て
、

一
号
は
銅
製
経
筒
に
陶
製
外
筒
、
二
号
は
滑
石
製
経
筒
、
三
号
は
銅
製
経
筒
、
四
号
は
銅
製
経

筒
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

三
号
と
四
号
に
は
奉
安
貨
物
が
埋
置
さ
れ
て
い
た
が
、

一
号
と
二
号
に
は
な
く
、
奉
審

物
も
異
な

っ
て
い
た
。

他

一
連
を
な
す
四
基
の
経
塚
が

一
定
地
域
か
ら
発
見
さ
れ
、
確
認
さ
れ
た
の
は
、
本
県
で
は
初
め
て
の
例
で
あ

る
。
し
か
も
、
遺
物
が
確
実
に

一
括
保
存
さ
れ
、
経
塚
の
構
造
も
明
ら
か
と
な

っ
た
な
ど
、
極
め
て
重
要
な

経
塚
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
築
成
の
年
代
を
知
る
に
た
る
資
料
は
つ
い
に
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
。
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五

鹿

島

市

片

山

経

塚

(二)

第
一
号
経
塚

l
銅
製
経
筒

総
高
二
四
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
銅
板
鋲
止
め
の
円
筒
式
経
筒
で
あ
る
。
蓋
は
、

つ
ま
み
の
な
い
笠
形
で
、
縁
は
一
八
花

文
形
で
あ
る
が
、
立
上
り
の
部
分
は
円
形
で
あ
る
。
筒
の
部
分
は
、
破
損
が
著
る
し
い
が
、
六
個
の
銅
鋲
で
接
合
さ
れ
て
い
る
。

筒
部
の
下
端
を
ひ
ろ
げ
て
底
部
と
接
合
し
て
お
り
、
底
は
平
底
で
あ
る
。

蓋
は
高
さ

-
四
セ
ン
チ
、
径
九
・
一
セ
ン
チ
、
筒
は
高
さ
二
二
・
六
セ
ン
チ
、
径
七
・
二
セ
ン
チ
で
あ
る
。

2
陶
製
外
筒

総
高
二
八
・
八
セ
ン
チ
で
、
筒
の
部
分
は
陶
製
の
四
耳
査
で
、
蓋
は
滑
石
製
、
四
耳
付
の
鉢
形
を
呈
し
て
い
る
。
こ
の
陶
製

査
と
滑
石
製
の
蓋
と
の
結
合
は
、
県
内
で
は
他
に
例
を
み
な
い
特
殊
な
も
の
で
あ
る
。

滑
石
製
の
蓋
の
平
面
形
は
、
隅
丸
方
形
で
あ
っ
て
、
側
面
に
は
整
形
の
の
み
あ
と
が
縦
に
と
お
り
、
段
は
横
に
走
っ
て
い
る
。

蓋
の
高
さ
八
・
八
セ
ン
チ
、
縦
・
横
と
も
に
そ
の
口
の
部
分
の
外
径
は
一
四
・
四
セ
ン
チ
で
あ
る
。

査
は
、
陶
器
で
あ
っ
て
、
軸
薬
が
全
面
を
被
っ
て
い
る
が
、
胴
部
の
軸
薬
は
剥
落
し
て
お
り
、
肩
部
に
波
形
の
沈
線
、
が
め
ぐ

っ
て
い
る
。
査
の
高
さ
二
四
・
四
セ
ン
チ
、

口
縁
径

七
セ
ン
チ
、
胴
径

-
九
セ
ン
チ
、
底
形
一

一
セ
ン
チ
で
あ
る
。
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七

鹿

島

市

片

山

経

塚

(三)

第
二
号
経
塚

滑
石
製
経
筒

総
高
三
九
・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
滑
石
製
の
円
筒
形
で
、

蓋
は
断
面
、
が
屋
根
形
、
平
面
は
円
形
で
あ
る
。

蓋
は
高
さ
六

・
八
セ

ン
チ
、
径

-
八
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
裏
面
に
は
、
深
さ
二

・
八
セ

ン
チ
の
筒
受
け
の
た
め
の
円
形

孔
が
う
が
た
れ
て
い
る
。

口
径

一
六
セ
ン
チ
、
胴
径

一
九
・
九
セ
ン
チ
、
底
径
一
六
・
六
セ
ン
チ
で
、
胴
部
が
僅
か
に

ふ
く
ら
ん
で
い

る。

筒
に
は
、
整
形
の
際
の
の
み
あ
と
が
縦
に
通

っ
て
い
る
。

筒
は
、
高
さ
三
四
・
四
セ
ン
チ
、
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山
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九

鹿
島
市
片
山
経
塚

(四)

第
三
号
経
塚

1
銅
製
経
筒

総
高
三
二
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
鋳
製
、
円
筒
式
の
経
筒
で
あ
る
。
蓋
は
、
細
長
い
突
起
状
の
つ
ま
み
の
あ
る
笠
形
で
、

高
さ
七
・
一
セ
ン
チ
、
径
一

0
・
二
セ
ン
チ
で
あ
る
。
経
筒
の
内
部
に
経
文
は
残
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
蓋
に
巻
い
た
こ
よ
り

の
一
部
が
不
思
議
に
残
っ
て
い
た
。

筒
は
、
高
さ
二
五
セ
ン
チ
、
径
六
・
八
セ
ン
チ
で
あ
っ
て
、
底
は
台
底
で
高
さ

0
・
六
セ
ン
チ
、
径
七
・
九
セ
ン
チ
で
あ
る
。

底
に
は
藤
原
鏡
、
が
転
用
さ
れ
て
い
る
。

2 
鉄

貧リ
こ
の
経
塚
に
は
、
鉄
剣

一
口
が
奉
審
物
と
し
て
、
経
筒
を
納
め
た
石
固
い
士
拡
中
に
納
入
さ
れ
て
い
た
。
破
損
が
著
し
く
、

剣
か
万
か
明
確
で
は
な
い
が
剣
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
。

3
青
白
磁

こ
の
経
塚
の
積
石
の
中
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
、
三
個
体
分
が
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、
奉
審
物
か
ど
う
か
明
確
で
な
い
。
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四

鹿
島
市
片
山
経
塚

(五)

第
四
号
経
塚

1
陶
製
経
筒

全
高
二
七

・
八
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
の
陶
製
経
筒
で
あ

っ
て
、
筒
部
は
須
恵
器
質
の
比
較
的
細
長
い
査
、
蓋
は
土
師
器
質
の
邦

で
あ
る
。
こ
の
経
筒
は
、
拡
内
に
倒
れ
、
破
損
し
た
状
態
で
発
見
さ
れ
た
。
蓋
の
杯
は
、
高
き
二
セ
ン
チ
、
径
一

0
・
八
七
ン

チ
、
筒
の
査
は
、
高
さ
二
七
セ
ン
チ
、
口
径
八

・
三
セ
ン
チ
、
胴
径

一
五
・
一
セ
ン
チ
、
底
径
八

・
三
セ
ン
チ
で
、
上
底
と
な

っ
て
い
る
。

須
恵
器
質
と
土
師
器
質
と
の
異
質
の
も
の
の
組
合
せ
は
、
隣
町
の
太
良
町
中
峯
丘
陵
出
土
の
骨
壷
に
も
そ
の
例
が
あ
り
、
こ

の
片
山
経
塚
第
一
号
の
外
筒
が
陶
製
査
と
滑
石
製
蓋
と
の
異
質
な
も
の
の
組
合
せ
に
な
っ
て
い
る
も
の
に
も
、
相
通
ず
る
と
こ

ろ
が
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

2 
鉄

万
こ
の
経
塚
か
ら
は
、
鉄
万
一
口
が
出
土
し
て
い
る
が
、
著
し
く
破
損
し
て
い
る
。



片

山

第

四

号

経

塚

出

土

の

陶

製

経

筒

陶

製

経

筒
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四

大
和
町
真
子
山
経
塚

一
、
出

土

地

佐
賀
郡
大
和
町
大
願
寺
真
手
山
吉
塚

二
、
発
見
の
由
来

明
治
二
十
二
年
、
九
州
鉄
道
会
社
開
設
の
時
、
吉
塚
で
発
見
さ
れ
た
と
い
う
。

三
、
遺
物
の
所
在
地

福
岡
県
筑
紫
郡
太
宰
府
町

太
宰
府
天
満
宮
宝
物
殿

四
、
形
状
・
大
き
さ
等

滑
石
製
経
筒

総
高
三
七
・

二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
滑
石
製
の
円
筒
形
経
筒
で
あ
る
。
蓋
は
、
断
面
が
屋
根
形
で
、
平
面
は
隅
丸
方
形
、
裏

面
に
は
筒
受
け
の
た
め
の
円
形
の
割
り
込
み
が
施
さ
れ
て
い
る
。
蓋
は
、
高
さ
五
・
七
セ
ン
チ
、
中
央
部
の
幅
二
二
・
三
セ
ン

チ
、
端
の
幅

一
九
・
八
セ
ン
チ
、
縁
周
り
の
厚
さ
は
二

・
一
i
l

三

・
五
セ
ン
チ
で
、
四
隅
の
方
が
厚
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
蓋

は
、
典
型
的
な
四
注
造
の
屋
根
形
で
あ
っ
て
、
曲
線
を
描
く
軒
の
反
り
も
美
し
い
。
裏
面
の
割
り
込
み
は
、
深
さ
一

-
三
セ
ン
チ
、
径
一
七
・
八
セ
ン
チ
で
あ
る
。

筒
は
、
高
さ
三
二

・
六
セ
ン
チ
、

口
径
二
ハ
・
八
セ
ン
チ
、

胴
径

一
八
・
六
セ
ン
チ
、
底
径
一
四
・
七
セ
ン
チ
で
、
下
の
方

よ
く
研
磨
さ
れ
て
い
る
が
、
内
部
に
は
の
み
の
あ
と
が
顕
著
に
残
っ
て
い
る
。

が
少
し
小
さ
く
な

っ
て
い
る
。
筒
の
表
面
は
、

玉
、
そ

の

他

昭
和
三
十
二
年
八
月
五
日
、
福
岡
県
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
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四
五

唐
津
市
鏡
神
社
経
塚

(一)

一
、
出

土

地

唐
津
市
鏡

鏡
神
社
境
内

二
、
発
見
の
由
来

昭
和
十
年
三
月
、
鏡
神
社
の
神
苑
設
置
の
た
め
の
作
業
中
、
境
内
か
ら
甲
・
乙
二
基
の
経
塚
が
発
見
さ
れ
た
。

三
、
遺
物
の
所
在
地

唐
津
市
城
内

唐
津
城
展
示
室
(
鏡
神
社
有
)

四
、
甲
経
塚
出
土
品

1
銅
製
経
筒

全
高
コ
一
九
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
銅
製
積
上
式
の
経
筒
で
あ
る
。
蓋
は
相
輪
形
の
つ
ま
み
の
あ
る
笠
形
で
、
縁
周
り
は
五

弁
の
花
文
形
と
な
っ
て
い
る
。
筒
は
四
箇
の
円
筒
を
積
み
上
げ
た
も
の
で
、
各
円
筒
と
も
に
六
条
の
沈
線
が
め
ぐ
っ
て
い
る
。

底
は
台
底
で
、
上
底
と
な
っ
て
い
る
。

相
輪
の
八
・
四
セ
ン
チ
を
加
え
た
蓋
の
高
さ
は
、

二

一
・
四
セ
ン
チ
で
、
径
は

四
セ
ン
チ
、
筒
は
高
さ
六
・
五
七
ン

チ
の
円
筒
四
個
か
ら
な
っ
て
い
て
、
積
み
上
げ
た
時
の
高
さ
は
二
二

・
八
セ
ン
チ
、
径
八
・
五
セ
ン
チ
で
あ
る
。
底
は
、
高
さ

六
セ
ン
チ
、
径

一一

了
一
セ
ン
チ
で
あ
る
。

2
問
製
外
筒

須
恵
器
質
の
饗
で
あ
っ
て
、
経
筒
に
か
ぶ
せ
で
あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
。
表
面
に
は
、
叩
き
の
格
子
文
が
全

面
に
残
っ
て
い
る
。
高
さ
四

一
・
八
セ
ン
チ
、

口
径

一
九
・
八
セ
ン
チ
、

胴
径
三

0
・
八
セ
ン
チ
、
底
径
一
四
・
二
セ
ン
チ
で
あ
る
。

3
鉄
万
子

玉
、
そ

の

他

銅
製
積
上
式
の
経
筒
は
、
本
県
内
で
は
中
原
村
石
井
経
塚
出
土
の
経
筒
と
こ
の
鏡
神
社
の
も
の
と
の
二
例
に
す
ぎ
な
い
が
、
石

井
経
塚
の
も
の
は
現
在
行
方
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
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四
七

唐
津
市
鏡
神
社
経
塚

(二)

乙
経
塚
出
土
品

l
陶
製
経
筒

総
高
二
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
陶
器
で
あ
っ
て
、
灰
軸
が
か
か
っ
て
い
る
。
蓋
は
椀
形
で
あ
っ
て
、

つ
ま
み
が
あ
り
、
高
さ

六
セ
ン
チ
、
径
八
・
八
セ
ン
チ
で
あ
る
。

筒
は
、
細
長
い
査
で
あ
っ
て
、
高
さ
二
五
・

一
セ
ン
チ
、

口
縁
部
は
ほ
ぼ
垂
直
に
立
上
っ
て
お
り
、

口
径
六
・
五
セ
ン
チ
で

あ
る
。
肩
の
部
分
の
径
一

一
了
五
セ
ン
チ
で
、
肩
の
部
分
が
張
り
、
底
部
へ
向
か

っ
て
す
ぼ
ま
っ
て
い
る
。
底
部
は
高
台
が
つ

い
て
い
て
、
径
六
・
五
セ
ン
チ
で
あ
る
。

2
胡
州
鏡

四
面

四
面
の
中
、

一
面
は
円
形
で
、
他
の
三
面
は
縁
周
が
六
弁
の
花
文
形
と
な
っ
て
い
る
。
径
は
一

一
セ
ン
チ
前
後
で
、

「
咽
閃
川
判
川

E
3
L
I岬
，，

真
正
石
家
青
銅
照
子
」

の
銘
が
は
い
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

3
金
子

一
一畑山

市
形
の
も
の
は
、

高
さ
四
・
五
セ
ン
チ
、
印
寵
形
の
も
の
は
、
蓋
付
き
で
総
高
三

・
五
セ

ン
チ
、
口
縁
部
の
径
五
・
七
セ
ン

チ
で
あ
る
。
こ
の
金
子
の
側
面
に
は
、
身
・
蓋
と
も
に
蓮
弁
状
の
刻
文
が
縦
に
と
お
り
、
蓋
の
上
面
に
は
花
文
様
が
あ
る
。

4
そ
の
他

土
師
器
質
皿
一

O
個
、
鬼
瓦
片
、
鉄
製
光
背
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
経
塚
の
奉
審
物
は
、
県
内
経
塚
と
し
て
は
最
も

多
彩
で
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
た
だ
、
鬼
瓦
片
な
ど
は
果
し
て
経
塚
の
奉
審
物
と
し
て
埋
納
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
か

ど
う
か
、
疑
問
に
感
ぜ
ら
れ
る
も
の
も
一
部
含
ま
れ
て
い
る
。
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四
九

唐
津
市
千
々
賀
経
塚

一
、
山
山

土

地

唐
津
市
鬼
塚
大
字
千
々
賀
字
寺
本

こ
の
経
塚
が
発
見
さ
れ
た
年
月
や
由
来
な
ど
全
く
不
明
で
あ
る
が
、
昭
和
七
年
三
月
の
報
告
書
に
の

っ
て
い

二
、
発
見
の
由
来

る
の
で
、
そ
れ
以
前
に
発
見
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

三
、
遺
物
の
所
在
地

唐
津
市
新
町

正
円
寺

四
、
形
状
・
大
き
さ
等

l
銅
製
経
筒

全
高
二
五
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
銅
板
鋲
止
め
の
円
筒
式
経
筒
で
あ
る
。
蓋
は
笠
形
で
あ
る
が
、
つ
ま
み
は
退
化
し
た
突
起
で

あ
り
、
周
縁
は
四
弁
の
花
文
形
を
呈
し
て
い
る
。
蓋
の
周
縁
に
は
、
四
つ
の
小
孔
が
あ
り
、
貝
殻
製
の
玉
四
個
が
発
見
さ
れ
た

と
い
わ
れ
る
の
で
、
理
培
が
垂
ら
さ
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
が
、
現
在
、
玉
は
失
な
わ
れ
て
い
る
。
筒
は
六
個
の
鋲
で
接
合

さ
れ
て
お
り
、
底
は
平
底
で
あ
る
。

蓋
は
、
高
さ
三
セ
ン
チ
、
径
六
・
五
セ
ン
チ
、
筒
は
、
高
さ
二
二

・
九
セ
ン
チ
、
径
九
・
五
セ

ン
チ
で
あ
る
。

2
滑
石
製
外
箱

本
県
で
は
唯

一
の
長
方
形
を
呈
す
る
箱
形
の
滑
石
製
品
で
、
身
と
蓋
と
か
ら
な

っ
て
い
る
。
蓋
の
裏
面
は
、
身
受
け
の
た
め

浅
く
方
形
に
制
り
く
ぽ
め
ら
れ
、
さ
ら
に
中
央
に
経
筒
を
受
け
る
た
め
の
円
形
の
制
り
こ
み
が
あ
り
、
そ
の
中
央
の
小
孔
は
外

へ
貫
通
し
て
い
る
。
身
は
、
方
形
に
制
り
こ
ま
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

総
高
三
三
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
、

芸
品
は
高
さ
六
セ
ン
チ
内
外
、
長
さ
は
中
央
部
で
四
五
セ
ン
チ
、
幅
三
八

・
五
セ
ン
チ
で
あ
り
、

身
は
高
さ
二
九

・
三
セ
ン
チ
、
長
さ
・
幅
と
も
に
蓋
よ
り
小
さ
く
作
ら
れ
て
い
る
。

3
鏡

面

経
筒
の
下
に
敷
い
で
あ

っ
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
、
唐
草
に
鳥
の
和
鏡
で
あ
る
。
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五

浜
玉
町
座
主
経
塚

て

出

土

地

東
松
浦
郡
浜
玉
町
平
原
座
主

二
、
発
見
の
由
来

昭
和
三
十
五
年
十
二
月
二
十
一
日
、
座
主
部
落
の
西
側
に
当
る
山
麓
か
ら
密
柑
園
造
成
中
に
発
見
さ
れ
た
。

三
、
遺
物
の
所
在
地

唐
津
市
城
内

唐
津
城
展
示
室

四
、
形
状
・
大
き
さ
等

l
銅
製
経
筒

総十口同

-
二
セ
ン
チ
の
鋳
製
、
円
筒
式
の
経
筒
で
あ
る
。
蓋
は
宝
珠
形
の
つ
ま
み
の
あ
る
笠
形
で
、
筒
に
は
、
中
央
と
上

部
に
そ
れ
ぞ
れ
三
本
の
節
が
め
ぐ
っ
て
い
る
。
底
は
、
台
底
で
あ
る
。

蓋
の
高
さ
は
、

五
・
四
セ
ン
チ
、
径
一

0
・
一
セ
ン
チ
、
筒
は
高
さ
二
六
セ
ン
チ
、
径
六
・
一
セ
ン
チ
、
底
は
高
さ

0
・
八

セ
ン
チ
、
径
七
・
五
セ
ン
チ
で
あ
る
。

2
問
製
外
筒

須
恵
器
質
の
査
で
あ
っ
て
、
丸
底
、
表
面
に
は
条
痕
が
つ
い
て
い
る
。
高
さ
三
一

-
三
セ
ン
チ
、

口
径
十
六
・
五
セ
ン
チ
、

胴
径
二
六
・
三
セ
ン
チ
で
あ
る
。

3
鉄
剣

一
口

刃
部
の
長
さ
一
九
セ
ン
チ
、
幅

六
セ
ン
チ
で
あ
る
。
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五

唐
津
市
十
二
社
権
現
出
土
品

一、

こ
の
遺
物
は
、
出
土
の
状
況
や
出
土
年
月
な
ど
、
す
べ
て
明
ら
か
で
な
く
、
経
塚
出
土
品
で
あ
る
か
ど
う
か
も
判
明
し
な
い
。

し
か
し
、
遺
物
の
形
態
か
ら
み
て
、
経
筒
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
遺
物
で
あ
る
。

二
、
出

土

地

唐
津
市
鬼
塚
大
字
千
々
賀
十
二
社
権
現

三
、
遺
物
の
所
在
地

唐
津
市
城
内

唐
津
城
展
示
室

四
、
遺
物
の
形
状
・
大
き
さ
等

陶
製
壷

三
個

三
個
と
も
に
破
損
の
度
が
著
し
い
。
大
き
い
方
の
二
個
は
、

ほ
ぼ
同
大
で
あ

っ
て
、
口
縁
部
は
垂
直
に
立
上
る
形
式
で
あ

る
。
復
原
可
能
の

一
個
は
、
高
さ
二
二

セ
ン
チ
、

口
径
六

・
二
セ
ン
チ
、
胴
部
の
最
大
径
二
了
八
セ
ン
チ
、
底
径
七
セ
ン
チ

で
あ
っ
て
鉄
粕
が
か
か
っ
て
い
る
。

小
さ
い
一
個
は
、
底
部
径
六

・
三
セ
ン
チ
で
平
底
で
あ
り
、
円
筒
形
に
近
い
形
で
あ
る
。
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五
五

鹿
島
市
水
梨
出
土
口
問

一
、
昭
和
三
一
十
五
年
五
月
、
低
丘
陵
上
の
畑
を
耕
作
中
、

山
茶
花
の
木
の
根
元
付
近
の
土
中
よ
り
偶
然
に
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

二
個
の
壷
が
重
な
っ
た
よ
う
に
し
て
出
土
し
た
と
い
わ
れ
、
他
に
共
伴
物
は
発
見
さ
れ
ず
、
ま
た
、
近
く
に
遺
構
ら
し
い
も
の
も

認
め
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。

こ
の
二
個
の
壷
は
、
経
塚
出
土
で
あ
る
か
ど
う
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
そ
の
形
態
か
ら
み
て
経
筒
で
あ
る
可
能
性
、
が
大
き
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

一
一
、
山
凶

土

地

鹿
島
市
能
古
見
町
水
梨

三
、
遺
物
の
所
在
地

鹿
島
市
古
枝
町

祐
徳
博
物
館

四
、
遺
物
の
形
状
・
大
き
さ
等

二
個
の
査
は
、
大
き
さ
が
少
し
異
な
り
、
ま
た
、
大
き
い
方
は
自
然
軸
が
流
れ
て
い
る
な
ど
、

や
や
異
な
っ
て
い
る
面
も
あ
る

が
、
形
態
は
と
も
に
相
類
似
し
、

肩
に
は
と
も
に
四
耳
が
つ
い
て
い
る
。

大
き
い
方
は
、
高
さ
二
四
・
五
セ
ン
チ
、

口
径
一

0
・
五
セ
ン
チ
、
最
大
部
胴
径
一
八
・
四
セ
ン
チ
、
底
径
八
・
三
セ
ン
チ
で
、

ほ
ぼ
完
構
を
保
っ
て
い
る
。
小
さ
い
方
は
、
高
さ
二
二

セ
ン
チ
で
、

や
や
形
が
小
さ
く
、
破
損
の
度
が
著
し
い
。
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五
七

塩
田
町
下
童
出
土
品

一
、
こ
の
出
土
品
は
、
出
土
状
況
が
明
ら
か
で
な
く
、
遺
物
も
ま
た
完
全
に
保
存
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、

明
ら
か
で
な
い
点
が
多
い
。

し
か
し
、
滑
石
製
の
円
筒
片
や
他
の
共
伴
物
か
ら
み
て
、
経
塚
出
土
品
に
ほ
ぼ
あ
や
ま
り
が
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

二
、
山
山

土

地

藤
津
郡
塩
田
町
五
町
田
鳥
坂
下
童

三
、
遺
物
の
所
在
地

鹿
島
市
古
枝
町

祐
徳
博
物
館

四
、
遺
物
の
概
要

現
在
保
存
さ
れ
て
い
る
遺
物
は
、
滑
石
製
円
筒
片

-
陶
製
皿
三

・
小
銅
仏
一
で
あ
る
。
滑
石
製
円
筒
片
は
、

口
縁
部
近
く

に
把
手
の
耳
が
つ
い
て
い
る
も
の
で
、
石
鍋
や
石
釜
と
は
異
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
み
て
、
経
筒
と
み
て
よ
か
ろ
う
と
考
え

ら
れ
る
。

ご
の
滑
石
製
円
筒
が
経
筒
と
す
れ
ば
、
共
伴
し
た
陶
製
皿
や
小
銅
仏
は
、
奉
審
物
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
銅
造
仏
の
発
見
は

ほ
と
ん
ど
例
が
な
く
、
注
目
さ
れ
る
。



下
童
出
土
の
滑
石
製
円
筒
片

陶

製

皿

・

小

銅

仏

銅

仏
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五
九

誕
生
院
所
蔵
の
銅
製
経
筒

一、

出
所
・
お
よ
び
入
手
経
路
も
全
く
不
明
で
、
昭
和
五
年
に
鹿
島
市
誕
生
院
に
奉
納
さ
れ
た
も
の
で
あ
る。

お
そ
ら
く
、
木
県
内
出

土
で
は
な
か
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
が
、
木
県
内
所
在
の
唯

一
の
室
町
時
代
の
様
式
を
有
す
る
経
筒
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

二
、
経
筒
の
所
在
地

鹿
島
市
古
枝
町

祐
徳
博
物
館
(
鹿
島
誕
生
院
有
)

三
、
経
筒
の
概
要

総
高
二
三

・
三
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
の
鋳
製
、
円
筒
式
の
経
筒
で
あ
る
。
蓋
は
、
宝
珠
の
下
に
露
盤
の
あ
る
つ
ま
み
の
つ
い
た

盛
蓋
で
、
筒
に
は
種
字、
が

一
字
陽
刻
さ
れ
て
い
る
。
底
は
、
蓮
台
底
で
あ

っ
て
、
県
内
所
在
の
他
の
経
筒
と
は
著
し
く
異
な

っ

た
特
色
が
み
ら
れ
る
。

蓋
は
、
高
さ
五
・

三
セ
ン
チ
、
径
七

・
三
セ
ン
チ
、
筒
は
高
さ

一
五

・
六
セ
ン
チ
、
径
六
・
七
セ
ン
チ
、
底
は
高
さ
二

・
八

セ
ン
チ
、
径
九

・
八
セ
ン
チ
で
あ
る
。
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ムノ、

伝
東
背
振
村
琵
沙
門
堂
経
塚

て

出

土

地

二
、
発
見
の
由
来

三
、
形
状
・
大
き
さ
等

滑
石
製
経
筒

塔
形
の
珍
し
い
滑
石
製
経
筒
で
あ
っ
て
、
相
輪
・
笠
・
筒
の
三
部
か
ら
な
っ
て
い
る
。
相
輪
は
、
高
さ
一
五
・
六
セ
ン
チ
、

露
盤
・

三
輪
・
宝
珠
の
造
出
が
あ
る
。
笠
は
、
高
さ
六
・
八
セ
ン
チ
、

一
辺
長

一
九
セ
ン
チ
の
方
形
で
、
下
面
に
筒
身
に
被
せ

る
た
め
の
径
二

一
・
八
セ
ン
チ
の
円
形
を
く
り
こ
み
、
上
面
に
相
輪
を
う
け
る
納
穴
が
あ
る
。

筒
身
は
、
高
さ
二
八
セ
ン
チ
(
深
さ
二
二

・
八
セ
ン
チ
)
、
胴
径

一
四
・
四
セ
ン
チ

(
内
法
一

0
セ
ン
チ
)
で
、
や
や
上
す

ぼ
み
と
な
る
。
胴
部
に
細
彫
の
刻
銘
が
あ
る
。

筒
身
は
内
面
ま
で
入
念
に
仕
上
げ
ら
れ
、
内
径
が
小
さ
い
こ
と
と
合
せ
て
経
筒
自
体
と
も
考
え
ら
れ
、
必
ず
し
も
外
筒
と
限

定
す
る
確
証
は
な
い
。
外
面
の
削
り
は
上
下
方
向
に
通
し
て
削
ら
れ
、
大
形
の
外
筒
が
左
右
方
向
に
削
ら
れ
る
手
法
と
対
照
的

で
あ
る
。

神
埼
郡
東
背
振
村
琵
沙
門
堂
付
近
と
伝
え
て
い
る
。

不
明
で
あ

っ
て
、
相
当
以
前
に
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
る
。

四
、
銘

「
天
永
三
年
現
五
月

如
法
経
如
理

願
以
書
写

O
仏
現
世
充

O
O

致
菩
提
法
界

L 

五
、
そ

の

他

天
永
三
年
は
、
藤
原
時
代
で
、

一
一
一
二
年
で
あ
る
。
こ
の
経
塚
遺
物
に
つ
い
て
は
、
九
州
大
学
文
学
部
考
古
学
教
室
の
小
田

富
士
雄
氏
の
一不
教
を
受
け
た
も
の
で
、
同
氏
の
「
西
日
本
の
石
製
経
筒
」
(
日
本
歴
史
考
古
学
論
叢

2
、
雄
山
閣
発
行
)
を
引
用

し
た
。
ま
た
、
写
真
も
同
氏
の
提
供
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
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一、

現
存
し
な
い
経
塚
出
土
品

ー
、
三
養
基
郡
中
原
村
石
井
大
手
木
経
塚
出
土
品

銅
製
経
筒
・
刀
子
二
口
八
刀
・
金
子
二
個
分
が
出
土
し
て
い
る
(
佐
賀
県
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告
第
二
輯
「
石
井
ノ
経
塚
L
)

。

し
か
し
、
現
在
そ
の
所
在
が
明
ら
か
で
な
い
。
銅
製
経
筒
は
、
総
高
三
六
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
積
上
式
で
、
筒
は
三
段
に
な
っ

て
お
り
、
蓋
は
相
輪
形
の
つ
ま
み
の
あ
る
笠
形
、
底
は
台
底
で
あ
る
。

2
、
神
埼
郡
神
埼
町
仁
比
山
経
の
隈
経
塚
出
土
品

仁
比
山
神
社
の
南
方
の
低
丘
陵
上
に
、
樫
森
稲
荷
社
を
明
治
七
年
に
勧
請
し
た
時
に
発
見
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
経
筒
と
経
巻
の

軸
木
が
出
土
し
た
が
、
再
埋
置
し
た
と
い
わ
れ
、
経
筒
は
滑
石
製
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
て
い
る
(
松
尾
禎
作
著
「
佐
賀
県
考
古
大

観
続
編
」
)
。

3
、
伊
万
里
市
伊
万
里
町
香
橘
神
社
経
塚
出
土
品

く
り
抜
製
の
経
筒
、
が
出
土
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
所
在
が
明
ら
か
で
な
い
。

(
松
尾
禎
作
著
「
佐
賀
県
考
古
大
観

続
編
」
)
。

4
、
小
城
郡
小
城
町
岩
松
岩
蔵
寺
経
塚
出
土
品

元
和
七
年
(
一
六
二
二
に
小
城
岩
松
村
岩
蔵
の
百
姓
に
よ

っ
て
掘
り
出
さ
れ
、
藩
主
直
能
か
ら
坊
城
大
納
言
に
贈
ら
れ
、
叡
覧

に
も
供
さ
れ
て
後
、
近
衛
殿
に
秘
蔵
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
銅
製
経
箱
、
が
あ
る
と
い
う
(
松
尾
禎
作
著
「
佐
賀
県
考
古
大
観
続
編
」
)
。

こ
の
経
箱
に
つ
い
て
は
、
肥
前
古
跡
縁
起
の
岩
倉
天
山
大
明
神
の
項
に
、
「
建
久
年
中
、
葉
乗
僧
正
住
し
給
い
て
、
如
法
経
を
講
行

し
給
う
其
時
、

曽
我
助
成
時
宗
の
郎
等
鬼
王
駄
三
郎
法
名
鬼
阿
弥
陀
駄
阿
弥
陀
仏
諸
国
を
巡
て
其
寺
に
来
り
、
如
法
経
を
聴
聞
し
て

過
去
帖
に
の
り
御
経
一
部
銅
の
筒
に
龍
て
曽
我
兄
弟
助
成
法
名
十
阿
弥
陀
仏
時
宗
五
阿
弥
陀
仏
各
霊
頓
証
菩
提
の
為
と
文
字
を
彫
付

て
即
ち
石
堂
の
内
に
納
む
。
」
と
、
伝
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

ムハムハ



六
七

5
、
武
雄
市
橘
町
小
野
原
お
つ
ぼ
山
第
二
号
経
塚
出
土
品

6
、
東
松
浦
郡
肥
前
町
星
賀
経
塚
出
土
品

経
塚
は
長
さ
一
間
半
、
幅
一
問
、
高
さ
四
尺
の
小
石
積
の
上
に
更
に
麗
瓦
を
以
っ
て
長
さ
四
尺
、
幅
三
尺
、
高
さ
不
明
の
経
室
に

経
文
若
し
く
は
仏
像
を
埋
蔵
し
て
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
既
に
発
掘
破
壊
さ
れ
、
基
底
の
一
部
を
残
存
す
る
の
み
で
あ
っ
た
。

(
佐
賀
県
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告
第
二
輯
)

二
、
経
塚
出
土
と
推
定
さ
れ
る
遺
物

ー
、
杵
島
郡
山
内
町
船
の
原
出
土
品

滑
石
製
の
器
物
片
と
滑
石
製
の
勾
玉
一
個
が
出
土
し
て
い
る
が
、
こ
の
遺
物
は
経
塚
遺
物
と
み
る
の
が
穏
当
の
よ
う
に
考
え
ら
れ

る
。
し
か
し
、
本
県
内
の
経
塚
か
ら
滑
石
製
勾
玉
が
出
土
し
た
例
は
、
他
に
な
く
、
今
後
さ
ら
に
検
討
す
べ
き
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

2
、
神
埼
郡
神
埼
町
仁
比
山
出
土
品

仁
比
山
出
土
と
伝
え
ら
れ
る
陶
器
の
壷
を
、
佐
賀
市
鍋
島
町
耐
久
の
田
中
一
郎
氏
が
保
有
し
て
い
る
。
全
高
二
七
セ
ン
チ
メ

l
ト

ル
の
徳
利
形
を
呈
し
た
陶
器
の
壷
で
あ
っ
て
、
お
そ
ら
く
陶
製
経
筒
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
出
土
状
況
な
ど
全
く

明
ら
か
で
な
い
。



三
、
経
塚
に
つ
い
て

経
典
を
書
写
し
供
養
し
て
、
こ
れ
を
地
中
に
埋
納
し
た
と
こ
ろ
を
い
う
。
わ
が
国
で
は
慈
覚
大
師
が
唐
よ
り
将
来
し
た
と
伝
え
ら

れ
、
平
安
時
代
よ
り
江
戸
時
代
ま
で
行
な
わ
れ
た
が
、
平
安
時
代
後
期
が
最
も
盛
ん
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
末
法
思
想
に
よ
る
仏
法
滅

書
を
お
そ
れ
で
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

目
的
の
主
な
も
の
は
、
弥
勅
の
出
世
に
備
え
て
、
経
典
を
の
こ
そ
う
と
す
る
弥
勅
信
仰
か
ら
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
次
に
は

極
楽
往
生
・
出
離
・
解
脱
・
証
菩
提
な
ら
び
に
自
他
の
利
益
、
現
世
の
幸
福
を
得
る
た
め
の
一
種
の
阿
弥
陀
信
仰
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。
第
三
に
は
追
善
供
養

・
逆
修
供
養
を
求
め
る
も
の
と
な
っ
て
、
時
代
の
降
下
と
と
も
に
目
的
が
純
粋
の
仏
法
護
持
か
ら
自
己
本

位
に
変
わ
っ
て
い
る
。

埋
納
す
べ
き
経
塚
は
、
寺
院
・
神
社
の
境
内
・
霊
地
、
お
も
に
南
向
き
の
丘
陵
地
な
ど
が
選
定
さ
れ
る
。
埋
納
の
方
法
は
一
定
し

な
い
が
、
地
中
に
高
さ
一
メ
ー
ト
ル
余
り
、
直
径

一
j
四
メ
ー
ト
ル
位
の
小
石
室
を
作
り
、
中
に
写
経
を
納
め
た
経
筒
・
経
箱
な
ど

の
容
器
を
中
心
に
た
て
て
、
そ
の
周
辺
に
鏡
・
刀
子
そ
の
他
の
伴
納
物
を
納
め
、
間
隙
に
は
木
炭
・
礁
石
な
ど
を
つ
め
、
蓋
を
し
て
、

上
に
土
盛
り
を
し
、
盛
土
の
上
に
五
輪
塔
・
宝
鑑
印
塔
な
ど
を
た
て
る
こ
と
も
あ
る
。

経
塚
の
内
容
は
、
写
経
と
容
器
と
、
付
随
し
た
奉
審
物
と
に
大
別
で
き
る
。

写
経
の
経
典
の
大
部
分
は
、
天
台
宗
に
関
係
の
深
い

法
華
経
が
多
い
。

写
経
の
形
式
か
ら
分
類
す
る
と
、
紙
本
経

・
瓦
経

・
銅
板
経

・
青
石
経

・
柿
経
・
磯
石
経
・
目
ハ
殻
経
な
ど
で
あ
る
。

経
塚
の
奉
審
物
の
種
類
は
多
い
。
大
別
す
る
と
、
仏
像
・
仏
具
・
鏡
・
銭
貨
・
武
具
・
装
身
具
な
ど
で
あ
る
。

中
国
の
宋
代
の
青
白
磁
合
子
・
皿
の
類
が
平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
の
経
塚
か
ら
多
数
出
土
し
て
い
る
。
こ
れ
は
宋
銭

胡
州
鏡
も
同
様
で
あ
る
が
、
当
時
の
日
宋
の
交
通
の
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
。

経
塚
の
奉
審
物
は
、
経
塚
経
営
初
期
の
平
安
時
代
の
経
塚
に
多
い
の
は
、
信
仰
の
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
が
、
時
代
が
下
降

-、、p
h

、、

-
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六
九

し
て
目
的
が
利
己
的
に
な
る
と
共
に
、
内
容
が
貧
し
く
な
り
、
機
石
経
な
ど
が
多
く
な
っ
た
。

(
日
本
考
古
学
辞
典
に
よ
る
)

四

経
筒
に
つ
い
て

経
塚
に
埋
納
す
る
紙
本
の
写
経
を
納
め
る
筒
形
の
容
器
。
経
筒
の
最
古
の
紀
年
銘
あ
る
も
の
は
、
奈
良
県
金
峯
山
出
土
の
藤
原
道

長
埋
経
、
寛
弘
四
年
(
一

O
O七
)
銘
の
金
銅
鋳
造
経
筒
で
あ
る
。
そ
れ
以
後
江
戸
時
代
ま
で
あ
る
。

経
筒
を
材
料
別
に
み
る
と
、
銅
製
が
多
く
、
鉄
・
陶
磁
・
石
製
な
ど
が
あ
る
。
銅
製
に
は
銅
鋳
造
・
銅
板
打
物
が
あ
り
、
銅
鋳
造

は
蓋
と
身
と
を
別
に
鋳
造
し
て
合
わ
せ
、
打
物
の
身
は
銅
板
を
縦
矧
に
し
て
鋲
止
め
す
る
か
、
銀
付
け
に
し
、
底
は
別
に
は
め
込
む
。

経
筒
の
普
通
の
形
は
円
筒
形
で
最
も
多
い
。
藤
原
道
長
経
筒
も
円
筒
形
で
あ
る
。
鋳
銅
の
輪
を
四
個
位
重
ね
て
一
つ
の
円
筒
に
し

た
経
筒
は
北
九
州
特
有
の
も
の
で
、
太
宰
府
で
出
土
し
て
い
る
。

宝
瞳
形
の
も
の
も
あ
っ
て
、
他
に
理
路
を
下
げ
た
優
品
も
あ
る
。

経
筒
の
蓋
は
、
印
龍
蓋
と
被
せ
蓋
の
二
方
法
で
あ
り
、
蓋
の
上
面
は
平
面
に
な
る
も
の
、
笠
形
に
な
り
、
縁
、
が
花
形
や
葉
形
に
切

れ
こ
む
も
の
、
鉦
の
あ
る
も
の
、
な
い
も
の
な
ど
種
々
あ
る
。
紐
は
宝
珠
形
が
最
も
多
い
が
、
他
に
九
輪
形
、
が
あ
り
、

さ
き
の
北
九

州
の
重
輪
式
の
経
筒
に
多
く
つ
け
ら
れ
る
。

底
は
鋳
造
に
当
っ
て
多
く
は
同
鋳
す
る
が
、
底
、
だ
け
別
の
を
は
め
る
こ
と
も
あ
る
。
鋼
板
打
物
の
場
合
は
す
べ
て
は
め
底
に
す
る
。

底
に
は
、
平
底
・
上
げ
底
・
台
底
の
区
別
が
あ
る
。
在
来
の
鏡
を
底
板
に
利
用
し
た
も
の
が
ま
れ
に
あ
る
。

経
筒
の
大
き
さ
は
、
納
め
る
経
巻
の
高
さ
、
巻
数
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
が
、
平
安
時
代
の
も
の
は
高
さ
一
尺
位
、

口
径
六
、
七

す
位
が
多
く
、
鎌
倉
時
代
は
高
さ
が
低
く
な
る
割
合
に
口
径
は
あ
ま
り
変
わ
ら
ず
、
室
町
時
代
に
な
る
と
小
形
に
な
っ
て
高
さ
は
三

寸
位
、

口
径
一
寸
余
に
な
る
も
の
が
多
い
。

経
筒
に
埋
経
の
趣
旨
、
願
主
な
ど
の
銘
文
を
つ
け
た
も
の
が
比
較
的
に
多
い
。
筒
身
に
陽
鋳
・
刻
鎮
・
針
書
・
墨
書
な
ど
を
ほ
ど



こ
す
の
が
普
通
で
あ
る
。

経
筒
に
は
外
容
器
に
納
め
た
も
の
が
あ
り
、
多
く
は
あ
り
あ
わ
せ
の
素
文
の
翠
を
用
い
る
。
陶
製
経
筒
に
は
石
製
外
容
器
を
用
い

る
こ
と
が
あ
る
。

(
日
本
考
古
学
辞
典
に
よ
る
)

五
、
県
内
経
塚
の
立
地

ー
、
地
理
的
立
地

大
町
町
仏
法
堤
経
塚
は
東
南
部
台
地
、
多
久
市
山
崎
経
塚
は
南
面
す
る
山
腹
、
相
知
町
せ
せ
り
谷
経
塚
は
低
丘
陵
に
営
ま
れ
た
小

円
墳
の
封
土
上
、
北
方
町
崇
判
山
経
塚
は
低
台
地
の
南
端
、
お
つ
ぽ
山
経
塚
は
北
面
す
る
低
丘
陵
上
、
塩
田
町
塩
吹
経
塚
は
南
面
す

る
低
丘
段
の
突
端
、
鹿
島
市
片
山
経
塚
は
山
腹
の
東
南
斜
面
に
築
か
れ
て
い
た
。

大
部
分
の
経
塚
は
、
低
丘
段
上
ま
た
は
山
腹
、
あ
る
い
は
丘
陵
端
に
営
造
さ
れ
て
い
て
、
低
地
に
築
か
れ
て
い
る
の
は
ほ
と
ん
ど

例
が
な
い
。
た
だ
、
唐
津
市
鏡
神
社
経
塚
の
み
が
例
外
的
に
山
麓
の
低
地
に
あ
る
が
、
こ
れ
は
鏡
神
社
と
密
接
な
関
係
を
有
し
て
い

る
も
の
で
あ
っ
て
特
例
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
経
塚
の
方
位
を
み
る
と
、
大
部
分
の
経
塚
、
が
丘
段
の
南
面
に
営
ま
れ
て
い
る
。
武
雄
市
お
つ
ぼ
山
経
塚
が
例
外
的
に
北
面

に
築
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
そ
の
北
側
山
麓
に
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
玉
泉
寺
廃
寺
と
の
関
係
か
ら
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

本
県
内
か
ら
発
見
さ
れ
た
経
塚
を
、
そ
の
地
勢
の
上
か
ら
み
る
と
、
低
丘
陵
上
あ
る
い
は
山
腹
に
営
ま
れ
て
お
り
、
方
位
の
上
か

ら
し
ら
べ
て
み
る
と
、
南
面
し
て
築
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
要
す
る
に
、
そ
の
地
理
的
立
地
は
、
全
国
的
な
在
り
方

と
基
本
的
に
一
致
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

2
、
歴
史
的
立
地

七
O 



七
一

神
社
の
境
内
ま
た
は
神
社
の
境
内
近
く
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
る
経
塚
は
、
唐
津
市
鏡
神
社
経
塚
・
唐
津
市
十
二
社
権
現
・
塩
田
町

牛
坂
経
塚
(
牛
坂
八
幡
宮
の
背
面
)
な
ど
で
あ
る
。

寺
院
の
境
内
な
ど
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
る
の
は
、
鹿
島
市
岩
屋
山
経
塚
の
み
で
あ
る
が
、
浜
玉
町
座
主
経
塚
・
大
町
町
仏
法
堤
経

塚
な
ど
は
、
そ
の
地
名
か
ら
み
て
寺
院
と
関
係
が
深
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
、
浜
玉
町
座
主
経
塚
付
近
に
は
か
つ
て
殿
源
寺

と
い
う
寺
が
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
武
雄
市
お
つ
ぽ
山
経
塚
は
、
玉
泉
寺
廃
寺
と
の
関
係
が
考
え
ら
れ
る
し
、
大
和

町
真
子
山
経
塚
は
大
願
寺
廃
寺
ま
た
は
健
福
寺
と
の
関
係
を
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
っ
て
、
経
塚
の
築
造
と
寺
院
と
が
密

接
な
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

背
振
山
経
塚
あ
る
い
は
東
背
振
村
琵
沙
門
堂
経
塚
な
ど
は
、
神
仏
習
合
時
代
に
栄
え
た
背
振
神
社
や
仏
教
道
場
と
の
関
係
が
深
い

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

経
塚
の
歴
史
的
立
地
は
、
神
社
や
寺
院
あ
る
い
は
霊
山
と
い
う
宗
教
的
な
も
の
を
基
盤
と
し
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
こ
の
点

に
お
い
て
も
全
国
的
な
共
通
性
が
み
ら
れ
る
。
現
在
、
宗
教
的
な
基
盤
、
が
明
ら
か
で
な
い
経
塚
も
、
今
後
の
調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か

と
な
る
も
の
が
多
く
な
る
こ
と
が
当
然
予
想
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

県
内
経
塚
の
築
成

ー
、
経
塚
の
築
成
年
代

県
内
に
経
塚
が
営
ま
れ
た
最
初
の
年
代
や
最
古
の
経
塚
な
ど
は
明
ら
か
で
な
い
。
県
内
出
土
の
経
塚
遺
物
で
記
念
銘
の
明
ら
か
な

も
の
を
挙
げ
て
み
る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

嘉
保
三
年

(
一
O
九
六
)
大
町
町
仏
法
堤
経
塚

天
永
三
年
(
一

一
一
二
)
相
知
町
せ
せ
り
谷
経
塚



天
永
三
年
(
二
一
二
)
伝
東
背
振
村
琵
沙
門
堂
経
塚

天
治
元
年
(
一
一
二
四
)
多
久
市
山
崎
経
塚

康
治
元
年
(
一
一
四
一
一
)
背
振
山
経
塚

県
内
出
土
の
経
塚
で
は
、
築
造
年
代
の
明
ら
か
な
も
の
は
、
こ
の
五
例
に
す
、
ぎ
ず
、
し
か
も
、
す
べ
て
藤
原
時
代
の
も
の
で
あ
っ

て
、
経
塚
築
成
が
最
も
盛
ん
で
あ
っ
た
時
代
に
、
本
県
で
も
や
は
り
一
番
多
く
経
塚
、
が
築
成
さ
れ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

県
内
出
土
で
、
最
も
古
い
の
が
、
嘉
保
三
年
(
一

O
九
六
)

の
大
町
町
仏
法
堤
経
塚
で
あ
る
が
、
わ
が
国
で
最
古
の
寛
弘
四
年
(
一

0
0七
)
の
藤
原
道
長
の
埋
経
か
ら
八
九
年
後
に
営
ま
れ
て
い
る
。

無
銘
の
経
塚
出
土
品
の
中
に
は
、
そ
の
形
式
か
ら
み
て
鎌
倉
時
代
に
降
る
も
の
も
あ
る
が
、
そ
の
主
流
は
藤
原
時
代
と
推
定
さ
れ

る
の
で
、
本
県
の
経
塚
築
成
は
、
藤
原
時
代
に
そ
の
全
盛
を
極
め
、
鎌
倉
時
代
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
、

そ
の
出
土
遺
物
か
ら
み
て
、
室
町
時
代
に
は
ほ
と
ん
ど
行
な
わ
れ
な
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

2
、
経
塚
の
構
造

お
つ
ぼ
山
経
塚
に
つ
い
て
、

「
経
塚
は
す
で
に
蓋
石
が
露
出
し
て
い
た
の
で
封
土
の
状
態
が
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
不
明
で
、
現

地
表
面
は
地
山
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
地
山
を
円
形
に
掘
り
下
げ
、
地
表
面
よ
り
約
六
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
深
さ
に
花
山
岡
岩
平
石
の
底
が
あ
る
。
そ
の
底
石
の
上

に
幅
二
一
)ι

、
二
五
セ
ン
チ
、
長
さ
二
一

l
四
七
セ
ン
チ
の
長
形
の
花
山
岡
岩
五
個
を
立
て
、
低
い
所
は
二
段
あ
る
い
は
三
段
に
平
積
み

し
て
石
室
を
作
っ
て
い
る
。
石
室
の
中
央
よ
り
北
寄
り
に
経
筒
を
安
置
し
、
周
囲
を
木
炭
で
充
填
し
、
六
五
×
八
二
セ
ン
チ
、
厚
さ
約

一
七
セ
ン
チ
の
花
山
岡
岩
平
石
で
蓋
が
な
さ
れ
て
い
た
。
」

(
昭
和
四
十
年
三
月
、
佐
賀
県
教
育
委
員
会
発
行
「
お
つ
ぼ
山
神
龍
石
」
)

と
、
し
る
さ
れ
て
い
る
。

鏡
神
社
甲
経
塚
、

「
地
下
約
五
尺
の
所
に
長
さ
九
寸
幅
六
す
厚
さ
二
す
の
板
石
の
上
に
経
筒
を
置
き
、
そ
の
上
に
素
焼
の
嚢
を
か

七
二



七

ぶ
せ
て
そ
の
周
囲
に
炭
を
つ
め
、
そ
の
他
に
は
蝶
石
等
を
保
護
し
た
形
跡
は
な
か
っ
た
。
」

(
松
尾
禎
作
著
、
佐
賀
県
考
古
大
観
)

タ
タ
久
市
山
崎
経
塚
、

「
経
塚
は
、
厚
さ
約
九

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
あ
る
表
土
の
下
に
拡
が
っ
て
い
る
集
塊
岩
の
岩
盤
を
長
径
四
六

セ
ン
チ
、
短
径
三
九
セ
ン
チ
の
楕
円
形
に
約
三

0
セ
ン
チ
掘
り
く
ぼ
め
て
、
底
に
台
石
を
置
き
そ
の
上
に
経
筒
を
の
せ
、
外
筒
を
か

ぶ
せ
て
、
外
筒
の
周
り
に
木
炭
を
充
填
し
、
そ
の
上
に
約
百
個
余
り
の
石
を
堆
積
し
て
構
築
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
」

(
昭
和

四
十
一
年
三
月
、
佐
賀
県
教
育
委
員
会
発
行
「
佐
賀
県
の
文
化
財
」
)

北
方
町
崇
判
山
経
塚
、

「
中
央
の
二
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
の
所
を
囲
ん
だ
よ
う
に
し
て
巨
石
が
不
自
然
に
存
在
し
て
い
た
の
で
そ
れ

を
片
付
け
た
。
そ
の
所
の
土
を
少
し
掘
り
下
げ
る
と
自
然
石
が
多
く
出
て
き
た
の
で
、
更
に
そ
れ
を
捨
て
去
る
と
、
砂
岩
質
の
極
め

て
軟
弱
な
地
山
が
あ
ら
わ
れ
た
。
そ
の
地
山
を
径
一
メ
ー
ト
ル
余
り
深
さ
四
五
セ
ン
チ
余
り
の
円
形
に
ほ
り
く
ぼ
め
、
中
に
小
石
が

一
杯
つ
め
で
あ
る
特
殊
な
遺
構
を
発
見
し
た
。
小
石
を
全
部
取
り
除
い
て
み
る
と
、
中
央
に
鰻
頭
形
に
加
工
さ
れ
た
石
が
一
個
す
え

で
あ
っ
た
。
そ
の
石
を
取
り
あ
げ
る
と
、
そ
の
下
に
さ
ら
に
径
二

0
セ
ン
チ
、
深
さ
六

0
セ
ン
チ
余
り
の
円
筒
形
の
あ
な
が
ほ
ら
れ

て
い
て
、
中
に
木
炭
が
一
杯
つ
め
で
あ
っ
た
。
そ
の
木
炭
を
と
り
除
く
と
、
経
筒
が
発
見
さ
れ
た
。
経
筒
の
周
囲
及
び
上
下
を
木
炭

で
固
め
ら
れ
て
い
た
。
」

鹿
島
市
片
山
経
塚
、

「
地
山
を
径
一
メ
ー
ト
ル
余
り
に
浅
く
掘
り
、
そ
の
中
央
部
を
さ
ら
に
径
四

0
セ
ン
チ
、
深
さ
六

0
セ
ン
チ

前
後
に
深
く
掘
り
下
げ
て
底
石
を
置
き
、
土
拡
の
壁
面
に
接
し
て
石
組
み
を
ほ
ぼ
方
形
に
作
っ
て
積
み
上
げ
、
そ
の
内
部
に
経
筒
を

安
置
し
、
上
部
を
石
で
覆
い
、
そ
の
上
に
木
炭
を
厚
く
か
ぶ
せ
、
拳
大
よ
り
大
き
い
石
を
無
雑
作
に
積
ん
で
構
築
し
て
あ
る
。
地
表

上
に
現
わ
れ
て
い
る
経
塚
の
石
積
み
は
、
直
径
一
メ
ー
ト
ル
半
の
円
形
で
高
さ
は
四
五
セ
ン
チ
余
り
で
あ
る
。
」
(
郷
土
研
究
第
十
号
)

塩
田
町
牛
坂
経
塚
、

「
経
塚
は
、
径
七

0
セ
ン
チ
、
現
地
表
下
三
五
セ
ン
チ
の
深
さ
に
土
拡
を
掘
り
、

一
二
セ
ン
チ
×
三

O
セ
ン

チ
前
後
の
自
然
石
五
個
を
土
拡
の
内
部
に
円
形
に
配
置
し
て
二
段
に
積
み
重
ね
、
そ
の
中
央
に
底
石
を
置
い
て
、
経
筒
を
安
置
し
、

五
五
×
三

0
セ
ン
チ
の
一屑
平
な
石
で
蓋
を
し
て
構
築
さ
れ
て
い
た
。
な
お
、
土
拡
内
に
は
木
炭
が
充
填
し
て
お
り
、
上
部
の
構
造
は

不
明
で
あ
っ
た
と
い
う
。
」

(
郷
土
研
究
第
十
号
)



経
塚
は
、
古
墳
と
違
っ
て
、
地
表
に
現
わ
れ
た
構
造
が
顕
著
で
な
い
た
め
に
、
開
墾
等
の
際
偶
然
に
発
見
さ
れ
る
例
が
そ
の
ほ
と

ん
ど
全
部
で
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
経
塚
の
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
非
常
に
困
難
性
を
伴
な
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

先
に
挙
げ
た
事
例
は
、
県
内
出
土
の
経
塚
で
、
比
較
的
に
そ
の
構
造
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
例
に

よ
っ
て
、
経
塚
は
地
山
を
掘
り
さ
げ
、
そ
の
掘
り
下
げ
た
穴
の
中
に
経
筒
を
埋
置
し
て
築
か
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
地

山
が
軟
弱
で
あ
る
と
、
そ
の
穴
の
周
囲
に
石
固
い
を
な
す
が
、
北
方
町
崇
判
山
や
多
久
市
山
崎
の
例
の
よ
う
に
岩
盤
の
所
を
掘
り
く

ぽ
め
る
と
、
そ
の
岩
盤
の
穴
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
て
、
石
固
い
な
ど
の
施
設
は
施
さ
れ
て
い
な
い
。

す
べ
て
の
経
塚
に
木
炭
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
て
、
大
部
分
の
経
塚
で
は
経
筒
の
回
り
に
充
填
さ
れ
て
い
る
が
、
鹿
島
市
片
山
経

塚
の
よ
う
に
、
経
筒
の
上
を
覆
っ
た
石
の
上
に
木
炭
を
厚
く
の
せ
る
と
い
う
異
例
も
み
ら
れ
る
。

一
般
に
経
塚
の
上
部
構
造
、
す
な
は
ち
、
地
表
面
に
あ
ら
わ
れ
た
構
造
は
、
破
壊
さ
れ
て
明
ら
か
で
な
い
。
し
か
し
、
多
久
市
山

崎
経
塚
や
鹿
島
市
片
山
経
塚
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
自
然
石
を
無
雑
作
に
推
積
し
た
一
種
の
積
石
塚
で
は
な
か
っ
た
か

と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
塚
の
上
に
さ
ら
に
石
塔
婆
な
ど
を
安
置
し
て
あ
っ
た
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
は
、
県
内
の
経
塚
で

は
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

七
四



あ

カf

き

と

一
、
本
県
内
か
ら
発
見
さ
れ
た
経
塚
の
数
は
明
ら
か
で
な
い
。
藩
政
時
代
の

一

字
一
石
経
を
埋
蔵
し
た
経
塚
ま
で
加
え
る
と
、
相
当
数
に
の
ぼ
る
の
で
あ
る
が
、

本
書
か
ら
は
藩
政
時
代
の
経
塚
出
土
品
は
す
べ
て
除
き
、
平
安
・
鎌
倉
・
室
町

の
各
時
代
の
も
の
の
み
に
限
定
し
た
。

二
、
経
塚
出
土
品
の
中
に
は
、
現
在
で
は
所
在
不
明
の
も
の
や
、
再
埋
蔵
さ
れ

た
も
の
も
あ
り
、
ま
た
、
背
振
山
経
塚
出
土
品
の
よ
う
に
そ
の
出
土
地
が
不
明

で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
一
部
が
福
岡
県
そ
の
他
ヘ
移
動
し
て
い
る
も
の

な
ど
が
あ
っ
て
、
そ
の
実
数
を
つ
か
む
こ
と
は
到
底
困
難
で
あ
る
。

三
、
本
県
内
か
ら
銅
板
経
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
が
、
瓦
経
に
つ
い
て
は
本
県

出
土
と
伝
え
る
も
の
を
所
有
し
て
い
る
人
が
あ
る
。
し
か
し
、
本
県
内
出
土
か

ど
う
か
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

七
五
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